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鋼管矢板基礎の設計および施工については、道路橋示方書により規定されております

が、特に、次に示す事項については、設計および施工にあたってより具体的な記述が有

用であるとの観点から記述しております。

① 仮締切りの具体的な設計方法

② 頂版と鋼管矢板との結合部の設計方法

③ 脚付き型鋼管矢板基礎の設計方法

④ 地震時保有水平耐力法による頂版の設計方法

⑤ 詳細な構造例

⑥ 施工に関する詳細な注意事項
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